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一．
農
業
お
よ
び
森
林
の
多
面
的
機
能
に
対
す
る

日
本
学
術
会
議
の
答
申

昨
年
一
一
月
、「
農
業
及
び
森
林
の
多
面
的
機

能
の
評
価
」
に
つ
い
て
日
本
学
術
会
議
よ
り
農
林

水
産
大
臣
に
対
し
て
答
申
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
概

要
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
農
林
業
は
国

土
・
環
境
保
全
、
安
ら
ぎ
空
間
の
提
供
、
食
料
保

障
等
の
多
面
的
機
能
を
持
ち
、
経
済
原
理
の
み
で

食
料
の
多
く
を
輸
入
す
れ
ば
こ
う
し
た
多
面
的
機

能
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

う
し
た
多
面
的
機
能
を
維
持
す
る
必
要
か
ら
「
世

界
農
林
業
・
森
林
の
適
正
な
配
置
の
構
想
と
新
た

な
貿
易
政
策
の
確
立
が
望
ま
れ
る
」。

ま
た
こ
の
答
申
に
は
、
農
林
業
の
多
面
的
機
能

の
う
ち
、
貨
幣
的
評
価
が
比
較
的
容
易
な
「
洪
水

防
止
」「
水
源
涵
養
」
な
ど
の
貨
幣
評
価
額
が
試

算
さ
れ
、
前
記
主
張
の
根
拠
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
貨
幣
評
価
さ
れ
た
農
業
の

多
面
的
機
能
の
う
ち
答
申
本
体
に
盛
り
込
ま
れ
た

も
の
（「
洪
水
防
止
」、「
水
資
源
涵
養
」、「
土
壌

浸
食
防
止
」、「
土
砂
崩
壊
防
止
」）
の
評
価
額
は

合
計
で
五
・
八
兆
円
と
算
出
さ
れ
、
こ
れ
に
「
保

健
休
養
・
や
す
ら
ぎ
」
機
能
等
付
属
資
料
に
盛
り

込
ま
れ
た
も
の
ま
で
加
え
る
と
八
・
二
兆
円
に
な

る
。
同
様
に
貨
幣
評
価
さ
れ
た
森
林
の
多
面
的
機

能
の
評
価
額
は
全
体
で
七
〇
・
三
兆
円
で
あ
る
。

二．

学
術
会
議
の
評
価
方
法
の
問
題
点

さ
て
、
本
稿
で
ま
ず
問
題
と
し
た
い
の
は
、
こ

の
学
術
会
議
の
答
申
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
試
算
結

果
が
農
業
保
護
の
必
要
性
の
根
拠
と
な
り
え
る

か
、
で
あ
る
（
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
農
業

に
議
論
を
限
定
す
る
）。
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、

筆
者
の
考
え
は
、「
日
本
学
術
会
議
の
答
申
で
な

さ
れ
た
試
算
に
は
方
法
論
上
の
問
題
が
あ
り
、
試

算
結
果
は
農
業
保
護
の
根
拠
と
な
り
え
な
い
」
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
こ
の
答
申
で
は
、
農
業
の
多

面
的
機
能
の
経
済
的
な
分
析
を
行
う
た
め
に
貨
幣

評
価
の
算
出
方
法
と
し
て
主
に「
代
替
法
」お
よ
び

「
直
接
法
」を
用
い
て
い
る
が
、筆
者
は
、農
業
の
多

面
的
価
値
の
便
益
評
価
は「
機
会
費
用
」の
概
念
を

用
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

両
者
の
違
い
は
何
か
。「
代
替
法
」
に
よ
る
貨

幣
評
価
で
は
、
た
と
え
ば
「
農
業
の
洪
水
防
止
機

能
」
を
貨
幣
評
価
す
る
場
合
、
大
雨
時
に
お
け
る

水
田
お
よ
び
畑
の
貯
水
機
能
を
治
水
ダ
ム
で
代
替

す
る
と
し
、
そ
の
建
設
等
に
か
か
る
金
額
を
も
と

に
し
て
算
出
す
る
。
ま
た
「
直
接
法
」
で
は
、
た

と
え
ば
「
水
田
の
気
候
緩
和
機
能
」
は
、「
水
田

に
よ
る
夏
期
の
気
温
低
下
能
力
を
、
冷
房
電
気
料

金
に
よ
り
評
価
す
る
」。

こ
う
し
た
算
出
方
法
は
一
見
合
理
的
で
あ
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
実
は
そ
こ
に
は
基
本
的
な
問
題

が
あ
る
。
何
よ
り
も
、
こ
う
し
た
計
算
法
の
根
底

に
は
、
農
業
が
行
わ
れ
な
く
な
り
耕
作
が
放
棄
さ

れ
る
と
、
水
田
や
畑
で
あ
っ
た
空
間
は
洪
水
防
止

や
気
候
緩
和
な
ど
の
多
面
的
機
能
を
一
切
失
う
と

い
う
暗
黙
の
前
提
が
あ
る
。

学
術
会
議
答
申
が
行
っ
た
試
算
の
根
底
に
あ
る

こ
う
し
た
前
提
と
ま
っ
た
く
異
な
り
、
私
達
が
普

段
中
山
間
地
域
で
み
る
耕
作
放
棄
地
は
、
草
原
か

ら
潅
木
林
へ
、
そ
し
て
森
林
へ
と
自
然
に
遷
移
し

て
い
く
空
間
で
あ
る
。
こ
う
し
た
空
間
は
、
一
部

を
除
き
、「
洪
水
防
止
」「
水
資
源
涵
養
」「
土
壌

浸
食
防
止
」「
土
砂
崩
壊
防
止
」「
生
物
生
態
系
保

全
」
機
能
な
ど
農
業
が
持
っ
て
い
た
多
面
的
機
能

を
多
か
れ
少
な
か
れ
明
ら
か
に
備
え
て
い
る
。

一
方
、「
機
会
費
用
」
の
概
念
を
用
い
た
評
価

は
、
こ
う
し
た
耕
作
が
放
棄
さ
れ
た
農
地
が
持
つ

多
面
的
機
能
と
水
田
や
畑
の
そ
れ
と
を
比
較
し
、

そ
の
「
差
」
を
も
っ
て
「
農
業
が
持
つ
多
面
的
機

能
の
真
の
価
値
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
空

間
を
農
業
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
多
面
的
価
値
が
、
耕
作
放
棄
地
あ
る
い
は
森
林

等
の
そ
れ
よ
り
大
き
け
れ
ば
、
そ
の
「
差
」
の
分

だ
け
農
業
の
多
面
的
機
能
に
は
価
値
が
あ
る
こ
と

に
な
り
、
逆
に
小
さ
け
れ
ば
農
業
が
も
つ
多
面
的

機
能
の
価
値
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
こ
れ
が
一
般

的
に
経
済
分
析
で
行
わ
れ
る
機
会
費
用
の
概
念
を

用
い
た
便
益
の
評
価
方
法
で
あ
る
。
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三．

農
業
的
利
用
と
農
業
放
棄
と
ど
ち
ら
が
農
地
の

国
土
・
環
境
保
全
機
能
は
高
い
か
？

さ
て
次
の
問
題
は
、
試
算
方
法
と
し
て
は
適
切

と
は
言
い
難
い
代
替
法
や
直
接
法
で
は
な
く
、
よ

り
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
「
機
会
費
用
分
析
」
を
行

っ
た
場
合
、
農
業
の
国
土
・
環
境
保
全
的
機
能
は

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
厳
密
な
方
法
論
に
基
づ
い
た
評
価

は
筆
者
の
手
に
余
る
課
題
な
の
で
、
こ
こ
で
は
ご

く
大
ま
か
な
議
論
を
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

農
業
の
国
土
・
環
境
保
全
的
機
能
を
評
価
す
る

た
め
に
基
準
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
し
た
い
の
は
、

農
地
や
森
林
な
ど
が
持
つ
国
土
・
環
境
保
全
機
能

を
分
析
・
評
価
し
た
農
水
省
の
研
究
成
果
で
あ
る

（
表
）。
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
こ
に
掲
げ
た
表
で
は

多
く
を
省
略
し
て
い
る
が
、
こ
の
研
究
は
、
農
林

漁
業
生
態
系
を
自
然
林
、
人
工
林
、
自
然
草
地
、

牧
草
地
、
水
田
、
普
通
畑
、
樹
園
地
、
水
域
、
施

設
（
ハ
ウ
ス
等
）
な
ど
の
一
〇
の
生
態
系
に
つ
い

て
、
各
種
の
国
土
・
環
境
保
全
機
能
を
〇
か
ら
四

の
間
で
相
対
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
〇
が
最
も

機
能
が
小
さ
く
、
四
が
最
も
大
き
い
。
表
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
ほ
と
ん
ど
の
国
土
・
環
境
保

全
機
能
に
お
い
て
も
っ
と
も
高
い
の
は
自
然
林

で
、
以
下
一
般
に
人
工
林
、
水
域
、
水
田
、
自
然

草
地
、
牧
草
地
、
樹
園
地
、
普
通
畑
、
施
設
と
続

く
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
農
業
生
態
系
と
し
て
は
最

も
国
土
・
環
境
保
全
機
能
が
高
い
水
田
で
も
林
地

よ
り
低
く
、
普
通
畑
、
特
に
施
設
の
国
土
環
境
保

全
機
能
は
き
わ
め
て
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
農
業
経
営
、
特
に
畑
作
や
施
設
園
芸

を
放
棄
し
て
農
地
を
自
然
草
地
や
自
然
林
そ
し
て

沼
沢
地
に
戻
し
た
ほ
う
が
、
そ
の
空
間
が
持
つ
国

土
・
環
境
保
全
機
能
は
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
農

地
不
足
か
ら
急
傾
斜
地
で
も
農
業
を
営
ん
で
き
た

中
国
で
は
、
環
境
保
全
の
た
め
に
急
傾
斜
地
の
畑

地
を
森
林
に
戻
す
政
策
（
退
耕
還
林
）
を
最
近
は

じ
め
た
が
、
こ
れ
は
本
稿
の
指
摘
と
一
致
す
る
。

四．

農
業
は
日
本
に
な
く
て
も
い
い
か
？

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
農
地
が
持
つ
国
土
・

環
境
保
全
的
な
機
能
を
農
業
保
護
の
根
拠
と
す
る

論
理
に
は
問
題
が
大
き
い
。
で
は
、
国
際
的
競
争

力
も
国
土
・
環
境
保
全
機
能
も
持
た
な
い
農
業
は

日
本
に
は
必
要
な
い
か
。
こ
れ
に
対
す
る
筆
者
の

考
え
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
定
程
度

の
農
業
は
今
の
日
本
に
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
す
る
中
山
間
地
域
に

お
い
て
も
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
政
策
が
必
要
で
あ

る
。
た
だ
し
農
業
が
持
つ
環
境
破
壊
的
な
側
面
に

十
分
に
留
意
し
、
国
土
・
環
境
保
全
上
必
要
な
ら

一
部
の
農
地
は
森
林
や
沼
沢
地
に
戻
す
必
要
が
あ

る
。筆

者
が
農
業
保
護
を
主
張
す
る
消
極
的
な
理
由

は
、
学
術
会
議
で
貨
幣
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
国

土
・
環
境
保
全
機
能
の
諸
項
目
は
農
業
が
持
つ
多

様
な
機
能
の
ご
く
一
部
で
し
か
な
く
、
そ
こ
で
農

業
の
価
値
評
価
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
ろ
う
と
も
日
本

農
業
の
価
値
を
全
否
定
す
る
こ
と
に
は
必
ず
し
も

な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
農
業
保
護
の

積
極
的
な
理
由
の
詳
細
は
別
稿
を
読
ん
で
頂
き
た

い
が
（
拙
稿
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
日
本
農
業
」

『
農
林
金
融
』
二
〇
〇
一
年
三
月
号
）、
食
料
の
安

定
供
給
や
農
村
社
会
・
文
化
の
維
持
、農
村
景
観
、

雇
用
の
創
出
、高
齢
者
の
生
き
甲
斐
の
提
供
な
ど
、

貨
幣
評
価
が
不
可
能
、
あ
る
い
は
非
常
に
困
難
な

多
面
的
機
能
が
農
業
に
は
数
多
く
あ
る
。
実
は
、

そ
れ
ら
こ
そ
重
要
な
の
で
あ
る
。

農
業
を
安
易
に
自
由
貿
易
に
ゆ
だ
ね
る
べ
き
で

は
な
い
と
す
る
日
本
学
術
会
議
の
結
論
に
は
筆
者

も
同
意
す
る
。
が
、
よ
り
本
質
的
な
観
点
か
ら
そ

れ
を
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

の
が
筆
者
の
主
張
で
あ
る
。
今
の
日
本
に
本
当
に

農
業
は
必
要
な
の
か
、
ど
の
程
度
必
要
な
の
か
、

そ
の
理
由
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
形
の
農
業
が
望

ま
し
い
の
か
、
と
い
っ
た
困
難
な
問
題
に
真
正
面

か
ら
取
り
組
み
、
早
急
に
答
え
を
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
な
の
で
あ
る
。（
須
田
敏
彦
）

国土・環境保全機能評価

資料 農水省農林水産技術会議事務局「農林漁業にお
ける環境保全的技術に関する総合研究」、1980年。

注　　相対評価で、最低が０、最高が４。

自

然

林

人

工

林

自
然
草
地

牧

草

地

水

田

普

通

畑

樹

園

地

水

域

施

設

市

街

地

洪 水 防 止 3.9 3.8 2.9 2.5 3.1 2.3 2.2 3.0 0.3 0.0

水 源 涵 養 4.0 3.8 2.7 2.5 3.0 2.1 2.2 3.7 0.3 0.2

土砂崩壊防止 3.8 3.6 3.1 2.9 3.3 2.2 2.9 0.0 2.0 2.1

表面浸食防止 3.9 3.5 3.4 3.1 3.5 2.1 2.7 0.0 2.0 2.0

汚染物浄化 3.4 3.3 2.9 3.0 3.2 3.2 2.5 1.6 1.7 0.3

生物相の保護 4.0 3.1 2.7 2.0 2.0 1.8 2.0 3.6 0.2 0.0


